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一 

琴
電
片
原
町
駅 

歴
史
は
新
し
く
、
昭
和
二
十
三
年
二
月
開
駅
。
琴
電
高
松
駅
（
現
瓦
町
駅
）
ま
で
八
百

ｍ
の
営
業
運
転
開
始
。
そ
の
後
、
昭
和
三
十
年
九
月
に
築
港
駅
ま
で
（
九
百
ｍ
）
線
路
が

延
伸
さ
れ
、
現
在
の
よ
う
な
路
線
と
な
っ
た
。 

 二 

東
町
奉
行
所 

藩
政
時
代
、
琴
電
片
原
町
駅
を
含
む
東
側
一
帯
に
「
東
町
奉
行
所
」
が
置
か
れ
て
い
た
。

「
文
化
年
間
高
松
城
下
絵
図
（
約
二
百
年
前
）
」

で
は
「
東
町
御
奉
行
、
牢
屋
、
同
心
」
と

三
区
画
の
表
記
が
見
え
る
。
す
ぐ
西
隣
に
「
西
町
御
奉
行
」
と
表
記
さ
れ
た
区
画
が
あ
る

の
は
不
思
議
な
感
が
す
る
が
、
西
町
奉
行
番
所
が
置
か
れ
て
い
た
ら
し
い
。
【
図
１
】 

 三 

鶴
屋
町
尋
常
小
学
校 

 
 

明
治
二
十
五
年
～
昭
和
二
十
年
ま
で
、
奉
行
所
跡
地
に
鶴
屋
町
尋
常
小
学
校
（
昭
和
十

六
年
か
ら
は
鶴
屋
町
国
民
学
校
と
改
称
）
が
あ
っ
た
が
、
戦
災
で
焼
失
し
た
。
電
車
ホ
ー

ム
北
端
踏
切
東
側
に
跡
地
の
記
念
標
柱
が
建
て
ら
れ
て
い
る
。
図
３
の
イ
ラ
ス
ト
に
は
、

門
柱
や
戦
前
あ
っ
た
西
本
願
寺
出
張
所
の
屋
根
が
描
か
れ
て
い
る
。
【
図
２
】
・
【
図
３
】 
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四 

御
意
見
番
・
直
言
家
老
松
崎
渋
右
衛
門 

一
八
六
〇 

井
伊
直
弼
暗
殺
さ
れ
る
（
桜
田
門
外
の
変
）
～
井
伊
派
の
粛
清
が
始
ま
る
。 

一
八
六
三 

松
平
賴
聰
、
正
室
弥
千
代
十
七
歳
（
井
伊
直
弼
次
女
）
を
五
年
で
離
縁
。 

一
八
六
五 

松
崎
渋
右
衛
門
、
勤
皇
思
想
強
固
理
由
で
投
獄
。
幽
閉
三
年
四
ヶ
月
に
及
ぶ
。 

一
八
六
八 
一
月
、
朝
敵
事
件
。
六
月
松
崎
渋
右
衛
門
、
朝
廷
の
命
に
よ
り
出
獄
。 

一
八
六
九 

四
月
、
松
崎
渋
右
衛
門
、
藩
執
政
職
兼
会
計
農
政
長
の
要
職
に
就
き
（
賴
聰

は
事
実
上
隠
居
し
松
崎
が
実
権
を
握
る
）
、
六
月
に
は
十
五
年
前
か
ら
堤
防
決
壊
に

よ
り
使
用
不
能
と
な
っ
て
い
た
満
濃
池
修
築
工
事
を
決
定
、
準
備
に
か
か
る
。 

同
年
九
月
八
日
、
松
崎
渋
右
衛
門
、
保
守
派
の
十
四
名
の
藩
士
に
よ
り
城
内
桜
の
馬

場
で
暗
殺
さ
れ
る
（
四
十
三
歳
）
。
辞
世
の
句
は
、
「
君
の
た
め
国
の
た
め
に
は
惜
し

か
ら
じ 

あ
だ
に
散
り
な
ん
命
な
り
せ
ば
」
で
、
覚
悟
の
上
の
登
城
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。

そ
の
句
碑
は
折
鶴
旅
館
に
建
て
ら
れ
て
い
た
が
、
子
孫
の
松
崎
正
照
氏
（
再
開
発
組
合
理

事
長
：
平
成
二
十
二
年
没
）
が
、
再
開
発
事
業
に
先
立
ち
、
平
成
十
二
年
に
満
濃
池
土
地

改
良
区
へ
寄
付
し
、
満
濃
池
堤
東
端
に
移
さ
れ
た
。 

一
八
七
一 

廃
藩
置
県
（
高
松
県
と
な
る
） 

一
八
七
二 

松
平
賴
聰
、
弥
千
代
（
千
代
子
）
と
覆
縁
。
東
京
で
穏
や
か
に
暮
ら
す
。 
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五 

市
指
定
・
旧
新
塩
屋
町
小
学
校
門
柱
（
元
鶴
屋
町
国
民
学
校
門
柱
） 

戦
災
焼
失
し
た
鶴
屋
町
国
民
学
校
は
、
昭
和
二
十
三
年
四
月
に
場
所
を
移
転
し
新
塩
屋

町
小
学
校
と
し
て
開
校
し
た
。
移
転
開
校
に
際
し
、
鶴
屋
町
国
民
学
校
の
東
門
で
あ
っ
た

石
の
門
柱
四
基
は
、
新
塩
屋
町
小
学
校
の
正
門
（
北
門
）
と
し
て
移
設
さ
れ
た
。【
表
紙
】 

こ
の
門
柱
は
、
「
戦
争
を
か
い
く
ぐ
っ
て
残
さ
れ
た
貴
重
な
も
の
で
あ
り
、
小
学
校
教

育
草
創
期
か
ら
の
歴
史
の
重
み
を
十
分
感
じ
さ
せ
る
と
と
も
に
、
製
作
当
時
の
気
品
と
風

格
を
よ
く
伝
え
、
他
に
類
を
見
な
い
」
と
の
理
由
で
、
平
成
二
十
三
年
三
月
に
、
高
松
市

指
定
文
化
財
と
な
っ
た
。
な
お
、
新
塩
屋
町
小
学
校
は
昭
和
三
十
年
前
後
に
は
一
千
数
百

名
児
童
が
在
籍
し
た
が
、
そ
の
後
児
童
が
漸
減
し
往
時
の
十
分
の
一
と
な
っ
た
平
成
二
十

二
年
三
月
に
閉
校
し
、
築
地
小
学
校
と
と
も
に
高
松
第
一
小
学
校
に
統
合
さ
れ
た
。 

 六 

金
刀
比
羅
神
社 

 
 

戦
前
、
冬
に
な
る
と
広
島
か
ら
牡
蠣
船
が
入
港
し
、
新
橋
の
東
た
も
と
に
は
「
か
き
辰
」

（
後
に
片
原
町
商
店
街
へ
移
転
）

が
、
西
た
も
と
の
金
刀
比
羅
神
社
隣
に
は
「
か
き
松
」
と

い
う
土
手
鍋
の
料
理
店
が
あ
っ
た
。
も
う
三
十
年
以
上
前
に
閉
店
し
た
と
記
憶
し
て
い
る
。

航
海
の
安
全
を
見
守
る
金
比
羅
さ
ん
は
港
に
は
つ
き
も
の
の
神
様
で
、
北
向
き
に
、 
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こ
じ
ん
ま
り
と
鎮
座
し
て
い
る
。 

神
門
の
、
龍
・
獅
子
・
鳳
凰
・
麒
麟
な
ど
の

巧
み
な
彫
刻
は
す
ば
ら
し
く
、
作
者
不
明
だ
が

お
そ
ら
く
名
匠
の
手
に
な
る
も
の
で
あ
ろ
う
。 

ま
た
、
庵
治
石
の
社
標
に
注
目
さ
れ
た
い
。

香
川
で
右
に
出
る
も
の
無
し
と
称
さ
れ
た
書
家
「
藤
原
鶴
来
」
の
揮
毫
に
よ
る
も
の
。 

 

七 

新
橋
と
杣
場
川 

今
か
ら
約
二
百
年
前
の
「
文
化
年
間
高
松
城
下
絵
図
」
を
見
る
と
、
新
橋
は
両
側
と
中

央
が
平
橋
で
そ
の
間
が
太
鼓
橋
二
つ
に
描
か
れ
、
百
六
十
年
前
の
「
讃
岐
国
名
勝
図
会
」

に
は
両
側
が
平
橋
で
中
央
に
三
連
の
太
鼓
橋
が
描
か
れ
、
い
ず
れ
に
し
て
も
昔
は
、
五
重

橋
で
あ
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
。
新
橋
あ
た
り
は
、
当
時
、
ま
だ
両
岸
が
埋
め
立
て
ら
れ
て

お
ら
ず
、
橋
の
長
さ
は
百
ｍ
以
上
あ
っ
た
も
の
と
推
定
さ
れ
る
。
【
図
１
】
・
【
図
４
】 

現
在
の
橋
は
、
昭
和
三
十
三
年
八
月
に
架
け
ら
れ
た
も
の
で
、
相
当
傷
ん
で
い
る
。 

そ
の
昔
、
杣
場
港
と
も
呼
ば
れ
た
こ
の
一
帯
は
、「
杣
」（
木
が
山
の
よ
う
に
あ
る
）
と
い

う
漢
字
か
ら
も
わ
か
る
よ
う
に
貯
木
場
で
あ
っ
た
。 
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杣
場
川
は
、
源
流
を
辿
ろ
う
に
も
多
賀
神
社
の
北
側
で
消
滅
し
て
お
り
、
昔
ど
こ
か
ら

流
れ
て
き
て
い
た
の
か
は
古
地
図
等
に
頼
る
し
か
な
い
が
、
そ
の
源
流
は
、
「
一
．
多
賀

神
社
か
ら
花
園
町
を
南
へ
抜
け
楠
上
町
か
ら
今
里
あ
た
り
や
御
坊
川
か
ら
」
、
「
二
．
多
賀

神
社
か
ら
南
西
へ
ホ
テ
ル
ナ
ン
バ
ー
ワ
ン
の
裏
を
通
り
電
話
局
南
へ
抜
け
る
斜
め
の
道

（
三
十
郎
土
手
と
い
う
堤
が
築
か
れ
、
そ
の
南
側
は
川
で
あ
っ
た
も
の
を
埋
め
立
て
現
在
の
道
に

な
っ
た
）

を
経
由
し
栗
林
公
園
あ
た
り
」
の
二
系
統
で
あ
っ
た
こ
と
が
分
か
る
。
【
図
５
】 

 
 

杣
場
川
は
、
宅
地
開
発
や
道
路
整
備
の
た
め
上
流
か
ら
順
次
埋
立
て
ら
れ
た
り
蓋
か
け

が
さ
れ
、
か
つ
て
夕
涼
み
や
釣
り
船
で
賑
わ
っ
た
新
橋
付
近
も
大
き
く
様
変
わ
り
し
、
ま

た
、
新
橋
か
ら
南
の
今
橋
間
は
昭
和
五
十
一
年
に
蓋
か
け
が
さ
れ
て
御
覧
の
よ
う
な
散
歩

道
に
生
ま
れ
変
わ
り
、
以
北
は
昭
和
か
ら
平
成
初
年
に
か
け
て
埋
立
て
と
蓋
か
け
に
よ
り

駐
車
場
に
な
っ
て
し
ま
い
、
か
つ
て
の
面
影
は
見
ら
れ
な
い
。
今
や
、
若
い
人
に
限
ら
ず
、

新
橋
が
橋
だ
と
気
付
か
ず
通
る
人
も
多
い
。 

 

● 

松
島
の
地
名
の
由
来 

初
代
藩
主
賴
重
時
代
に
、
東
浜
の
洲
に
土
手
を
築
き
そ
れ
ま
で
海
で
あ
っ
た
と
こ
ろ
を

干
拓
し
て
新
田
を
造
っ
た
折
、
そ
の
土
手
に
決
壊
防
止
の
た
め
松
を
植
樹
し
た
の
が
、
沖 
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か
ら
見
る
と
松
に
覆
わ
れ
た
島
の
よ
う
に
見
え
た
こ
と
に
由
来
す
る
と
い
う
。
【
図
４
】 

 
八 
八
丁
土
手
（
堤
）
と
新
浜
塩
田 

「
寛
文
七
年
（
一
六
六
七
）
松
島
ス
ベ
リ
（
洲
端
）
の
沖
よ
り
潟
元
村
の
沖
ま
で
東
西

の
堤
防
を
築
き
、
沖
松
島
、
木
太
、
春
日
の
潟
地
を
新
開
と
す
る
。
下
往
還
よ
り
南
手
の

新
開
は
生
駒
時
代
に
西
嶋
八
兵
衛
が
開
く
（
英
公
外
記
）
」
と
あ
る
。
こ
れ
は
、
生
駒
時

代
に
干
拓
の
た
め
築
か
れ
た
堤
防
が
下
往
還
（
松
島
本
丁
筋
）
と
な
り
、
（
今
橋
か
ら
千
代

橋
東
に
至
る
斜
め
の
道
は
、
か
つ
て
の
松
島
の
銀
座
に
相
当
す
る
目
貫
通
り
で
、
以
北
が
干
拓
さ

れ
て
後
、
志
度
街
道
と
な
り
今
に
残
る
）

賴
重
時
代
に
築
か
れ
た
堤
防
の
一
部
が
「
八
丁
土

手
」
と
呼
ば
れ
、（
杣
場
川
新
橋
の
北
か
ら
東
へ
、
競
輪
場
や
県
立
体
育
館
の
南
側
を
通
り
福
島

酒
店
あ
た
り
ま
で
約
八
七
〇
ｍ
）

戦
後
宅
地
開
発
さ
れ
る
ま
で
そ
の
姿
を
留
め
て
い
た
。 

土
手
の
南
側
に
は
幅
三
間
ほ
ど
の
水
路
（
八
丁
堀
と
呼
ば
れ
て
い
た
）
が
設
け
ら
れ
、

さ
ら
に
そ
の
南
側
に
道
が
あ
っ
た
が
、
夏
の
暑
い
と
き
は
松
の
陰
で
涼
し
い
土
手
道
を
利

用
し
て
い
た
と
の
こ
と
で
あ
る
。
昭
和
に
入
る
と
松
が
倒
さ
れ
土
手
の
上
に
長
屋
や
瓦
焼

き
が
建
ち
並
ん
で
い
っ
た
と
の
こ
と
で
あ
り
、
戦
後
、
堀
も
埋
め
ら
れ
土
手
の
風
情
は
失

わ
れ
、
今
は
地
図
の
地
割
で
そ
の
面
影
を
た
ど
る
の
み
で
あ
る
。
【
図
６
】
【
図
７
】 
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現
在
の
市
総
合
体
育
館
や
プ
ー
ル
、
イ
オ
ン
が
立
地
し
て
い
る
地
域
は
、
一
六
八
八
年

に
塩
田
が
造
ら
れ
た
と
こ
ろ
で
、
後
に
古
浜
塩
田
と
呼
ば
れ
た
が
、
八
丁
土
手
の
北
側
沖

合
三
百
ｍ
を
埋
立
て
、
慶
応
二
年
（
一
八
六
六
）
に
武
藤
六
兵
衛
ら
に
よ
っ
て
開
発
さ
れ

た
の
が
新
浜
塩
田
で
あ
る
。
【
図
８
】
・
【
文
９
】 

 
 

時
代
を
経
て
、
水
質
汚
濁
や
製
塩
法
の
変
遷
、
輸
入
塩
に
押
さ
れ
こ
れ
ら
塩
田
も
衰
退

の
一
途
を
た
ど
り
、
西
端
に
鉄
工
所
が
進
出
し
た
ほ
か
、
昭
和
二
十
五
年
に
塩
田
西
部
に

競
輪
場
が
造
ら
れ
る
な
ど
田
域
を
縮
小
し
な
が
ら
も
存
続
し
て
い
た
が
、
二
十
八
年
以
降

は
香
西
に
完
成
し
た
真
空
式
製
塩
所
に
鹹
水
を
送
る
の
み
で
製
塩
は
行
わ
れ
ず
、
つ
い
に

三
十
四
年
五
月
、
古
浜
も
新
浜
も
全
面
廃
止
さ
れ
た
。
競
輪
場
東
側
に
舟
形
の
県
立
体
育

館
が
建
設
さ
れ
た
の
は
昭
和
三
十
九
年
だ
が
、
五
十
年
を
経
て
昨
年
閉
館
さ
れ
た
。 

 

九 

新
浜
塩
釜
神
社
と
蛤
地
蔵 

 
 

元
は
、
杣
場
川
最
北
端
東
岸
の
玉
藻
橋
南
側
（
焼
肉
屋
北
隣
）
に
鎮
座
し
て
い
た
が
、

浜
街
道
拡
幅
工
事
で
立
退
き
と
な
り
、
平
成
二
年
に
競
輪
場
南
側
の
現
在
地
に
遷
座
し
た
。

塩
釜
さ
ん
の
東
隣
に
は
舟
玉
大
明
神
が
祀
ら
れ
、
西
側
の
蛤
地
蔵
は
、
明
治
三
年
三
月
に

建
て
ら
れ
た
も
の
で
、
塩
田
開
発
の
埋
立
て
で
犠
牲
に
な
っ
た
魚
介
類
を
供
養
す
る
た
め 

-７- 



の
も
の
で
あ
る
。【
図
１
０
】
鳥
居
に
は
、「
國
静
濱
平
」（
く
に
し
ず
か
に
し
て
は
ま
た
い
ら
か

な
り
）
、
「
濱
中
無
事
」
と
、
平
穏
と
安
全
祈
願
の
文
言
が
刻
ま
れ
て
い
る
。 

 

一
〇 
今
橋
（
志
度
街
道
第
一
の
橋
）

と
琴
電 

「
今
橋
」
が
い
つ
か
ら
存
在
し
た
か
は
明
ら
か
で
な
い
が
、
正
徳
元
年
（
一
七
一
一
）

に
は
架
か
っ
て
い
た
こ
と
が
、
当
地
で
製
造
し
た
唐
箕
の
墨
書
か
ら
判
明
し
て
い
る
。 

「
今
橋
」
か
ら
下
流
が
「
杣
場
川
」
で
、
上
流
多
賀
神
社
の
と
こ
ろ
に
架
か
っ
て
い
た

「
高
橋
」
ま
で
は
「
玉
川
」
と
呼
ば
れ
た
。
藩
政
時
代
末
期
、
玉
川
に
は
水
門
が
設
け
ら

れ
松
島
南
浦
（
松
島
本
丁
筋
を
境
に
南
側
は
香
川
郡
東
浜
村
南
浦
、
北
側
は
北
浦
と
い
う
小
字

で
あ
っ
た
）

一
帯
の
農
地
を
灌
漑
し
て
い
た
。 

玉
川
は
昭
和
四
十
年
頃
に
暗
渠
と
な
り
、
昭

和
五
十
一
年
に
は
今
橋
か
ら
新
橋
間
も
埋
立

て
ら
れ
て
暗
渠
と
な
り
、
植
栽
さ
れ
て
「
杣
場

川
緑
道
公
園
」
と
し
て
整
備
さ
れ
た
。 

明
治
四
十
四
年
十
一
月
十
八
日
に
、
東
讃
電

気
軌
道
株
式
会
社
が
今
橋
か
ら 

-８- 
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志
度
間
（
十
二.

一
ｋ
ｍ
の
営
業
を
開
始
し
、
二
〇
一
一
年
に
開
通
百
周
年
を
迎
え
た
。

そ
の
後
、
大
正
二
年
十
月
に
今
橋
～
出
晴
間
（
八
坂
神
社
西
側
）
五
百
ｍ
が
延
伸
、
さ
ら

に
大
正
四
年
四
月
に
出
晴
～
公
園
北
門
間
千
五
百
ｍ
が
延
伸
さ
れ
た
。 

ち
な
み
に
長
尾
線
（
出
晴
～
長
尾
間
）
は
、
明
治
四
十
五
年
四
月
に
高
松
電
気
軌
道
株

式
会
社
に
よ
っ
て
運
行
開
始
さ
れ
、
琴
平
線
（
瓦
町
～
琴
平
間
）
は
昭
和
二
年
四
月
に
琴

平
電
鉄
株
式
会
社
に
よ
り
全
通
し
た
。
こ
れ
ら
三
社
が
合
併
し
、
現
在
の
高
松
琴
平
電
気

鉄
道
株
式
会
社
と
な
っ
た
の
は
、
昭
和
十
八
年
十
一
月
の
こ
と
で
あ
る
。 

 一
一 

松
島
本
丁
筋 

 
 

志
度
街
道
の
う
ち
今
橋
か
ら
千
代
橋
東
三
百
ｍ
間
の
十
丁
（
約
一
．
一

ｋ
ｍ
）
は
、
生
駒
時
代
の
干
拓
の
土
手
道
で
、
東
下
往
還
と
か
浜
街
道
と

呼
ば
れ
て
い
た
。
松
平
賴
重
時
代
に
八
丁
土
手
が
築
か
れ
干
拓
が
北
進
し
、

こ
の
道
が
志
度
や
白
鳥
方
面
へ
の
本
街
道
と
し
て
利
用
さ
れ
る
よ
う
に

な
る
と
、
様
々
な
業
種
の
商
店
等
が
建
ち
並
び
「
松
島
本
丁
筋
」
と
呼
ば

れ
る
高
松
有
数
の
商
店
・
職
人
街
と
な
っ
た
。
昭
和
初
期
の
様
子
は
、
向

良
神
社
内
説
明
板
の
絵
地
図
を
参
照
い
た
だ
き
た
い
。 

-９- 



し
か
し
、
昭
和
十
一
年
の
観
光
道
路
（
現
：
中
新
町
～
詰
田
川
線
）
の
開
通
や
戦
災
等

を
機
に
商
店
、
製
造
所
、
旅
籠
等
が
徐
々
に
廃
業
し
、
現
在
は
住
宅
街
の
様
相
で
あ
る
。

天
狗
の
面
に
ド
キ
ッ
と
す
る
「
天
狗
堂
」
や
、
三
木
町
へ
社
屋
を
移
し
た
「
喜
多
猿
八
商

店
」
は
、
こ
こ
を
通
る
度
に
昔
を
想
い
起
こ
さ
せ
て
く
れ
る
貴
重
な
存
在
で
あ
る
。 

 

一
二 

讃
岐
の
砂
糖
と
向
良
神
社 

一
七
三
九
年
に
高
松
藩
五
代
藩
主
と
な
っ
た
松
平
賴
恭
（
よ
り
た
か
）

は
、
藩
財
政
の
建

て
直
し
を
図
ろ
う
と
新
た
な
興
産
の
検
討
を
命
じ
た
。
そ
の
結
果
、
当
時
稀
少
価
値
の
高

か
っ
た
砂
糖
を
生
産
し
、
こ
れ
に
よ
っ
て
財
政
再
建
を
図
ろ
う
と
決
意
し
、
藩
医
の
池
田

玄
丈
に
命
じ
て
、
砂
糖
製
造
の
研
究
に
当
た
ら
せ
た
。
玄
丈
は
東
浜
村
の
花
畑
（
今
の
多

賀
町
・
花
園
町
）
で
甘
蔗
の
試
験
栽
培
を
始
め
、
懸
命
な
努
力
を
続
け
た
が
、
研
究
は
未

完
成
の
ま
ま
病
に
倒
れ
た
。
弟
子
の
向
山
周
慶
（
一
七
四
六
年
白
鳥
村
生
ま
れ
）
が
研
究

を
継
続
し
た
が
う
ま
く
い
か
な
い
。
そ
ん
な
と
き
、
上
洛
時
に
知
り
合
っ
た
薩
摩
藩
出
身

の
医
学
生
の
難
儀
を
助
け
た
縁
で
、
医
学
生
か
ら
薩
摩
藩
国
禁
の
砂
糖
製
造
法
を
聞
き
出

す
こ
と
が
で
き
た
が
、
そ
れ
で
も
成
功
し
な
か
っ
た
。 

そ
れ
か
ら
何
年
も
た
っ
た
あ
る
と
き
、
四
国
遍
路
の
道
中
で
倒
れ
た
薩
摩
（
奄
美
）
生
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ま
れ
の
関
良
助
を
医
師
で
あ
る
周
慶
が
助
け
た
。
良
助
は
回
復
し
薩
摩
へ
帰
っ
た
が
、
周

慶
ら
か
ら
受
け
た
恩
が
忘
れ
ら
れ
ず
、
甘
蔗
の
良
い
種
を
欲
し
て
い
た
白
鳥
の
周
慶
の
元

へ
、
弁
当
行
李
に
選
り
抜
き
の
甘
蔗
苗
を
隠
し
持
ち
国
越
え
を
し
て
届
け
た
。
こ
う
し
て

周
慶
は
良
助
を
相
談
相
手
に
一
層
研
究
に
精
進
し
た
結
果
、
一
八
〇
三
年
、
つ
い
に
待
望

の
白
砂
糖
の
生
産
に
成
功
し
た
。
讃
岐
産
は
砂
糖
の
最
高
級
品
と
し
て
大
坂
市
場
で
盛
ん

に
取
引
き
さ
れ
、
最
盛
期
に
は
全
体
の
六
割
を
占
め
た
と
い
う
。
砂
糖
商
い
前
は
大
坂
商

人
ら
か
ら
五
十
万
両
の
借
金
が
あ
っ
た
と
い
う
が
、
お
蔭
で
藩
は
財
政
危
機
を
脱
し
た
。 

幕
末
に
は
、
相
次
ぐ
火
災
で
の
普
請
、
婚
儀
、
出
兵
、
海
防
、
賠
償
金
等
々
、
何
か
と

物
入
り
が
続
き
膨
大
な
出
費
を
強
い
ら
れ
、
財
政
は
再
度
厳
し
い
状
況
に
陥
っ
た
よ
う
だ

が
、
そ
れ
で
も
維
新
に
際
し
、
高
松
藩
は
百
万
両
と
も
い
わ
れ
る
大
枚
を
新
政
府
に
引
継

い
だ
と
伝
わ
っ
て
い
る
。
（
参
考
：
幕
末
の
貨
幣
価
値
は
、
一
両
＝
今
の
五
万
円
前
後
） 

そ
れ
で
、
こ
の
両
名
の
功
績
を
偲
び
、
名
か
ら
と
っ
た
向
と
良
を
合
わ
せ
「
向
良
神
」

と
し
て
、
高
松
城
内
へ
祀
ら
れ
て
い
た
？
と
伝
わ
る
が
、
天
守
が
解
体
さ
れ
た
翌
々
年
明

治
十
九
年
に
、
砂
糖
の
里
と
も
い
う
べ
き
志
度
・
白
鳥
方
面
へ
の
街
道
一
の
繁
華
街
・
松

島
本
丁
筋
の
現
在
地
に
社
殿
が
建
立
さ
れ
祀
ら
れ
た
。
現
社
殿
は
昭
和
三
十
年
代
半
ば
に

改
築
さ
れ
た
も
の
。
東
ノ
丁
の
氏
神
・
松
島
神
社
に
対
応
す
る
西
ノ
丁
の
氏
神
で
あ
る
。 
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一
三 

古
い
民
家
・
商
家 

 
 

松
島
本
丁
筋
の
内
、
東
ノ
丁
と
呼
ば
れ
た
東
半
分
は
、
戦
災
被
害
が
比
較
的
少
な
く
、

幕
末
～
明
治
頃
や
戦
前
の
民
家
・
商
家
等
が
戦
後
も
多
く
残
っ
て
い
て
、
西
通
町
筋
（
現
：

扇
町
）
と
並
び
独
特
の
風
情
を
醸
し
て
い
た
が
、
徐
々
に
改
築
さ
れ
た
り
撤
去
さ
れ
て
駐

車
場
に
な
っ
た
り
で
、
今
残
さ
れ
て
い
る
の
は
二
、
三
軒
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
。 

平
成
元
年
の
住
宅
地
図
【
図
１
１
】
を
見
る
と
空
地
は
四
区
画
だ
が
、
今
は
倍
増
し
十

区
画
以
上
あ
る
よ
う
に
思
う
。 

 
 

私
の
記
憶
で
は
、
平
成
初
年
の
頃
、
う
だ
つ

の
上
が
っ
た
家
や
ら
木
造
三
階
建
て
の
家
が

あ
っ
た
が
、
い
つ
の
間
に
か
取
り
壊
さ
れ
て
空

地
と
な
っ
た
。
ま
た
、
昭
和
の
雰
囲
気
が
何
と

も
言
え
ず
お
気
に
入
り
だ
っ
た
朝
日
温
泉
も

昨
年
か
ら
休
業
中
で
、
お
そ
ら
く
そ
う
遠
く
な

い
う
ち
に
更
地
と
な
っ
て
し
ま
う
の
で
あ
ろ

う
。 

(

―_

―)
!
!
 
 
 

今
は
無
き
三
階
建
の
民
家
→ 
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      寺嶋氏  

         寄進狛犬  

一
四 

松
島
神
社 

 
 

 
 

三
宝
荒
神
さ
ん
と
し
て
地
域
の
人
々
に
親
し
ま
れ
て
き
た
。
三
宝
荒
神
と
は
、
仏
教
で

い
う
仏
・
法
・
僧
の
三
宝
を
守
護
す
る
荒
ぶ
る
神
と
い
う
意
味
で
、
本
地
垂
迹
思
想
に
基

づ
く
神
仏
習
合
で
日
本
で
誕
生
し
た
神
で
あ
る
。
庶
民
か
ら
は
、
竃
（
か
ま
ど
）

神
・
火
伏

せ
を
祈
願
す
る
神
と
し
て
、
ま
た
、
建
造
物
の
守
護
神
と
し
て
信
仰
を
集
め
て
き
た
。 

さ
て
、
大
方
の
神
社
は
二
～
四
神
を
合
祀
し
て
い
る
。
松
島
神
社
も
稚
産
霊
神
（
わ
か

む
す
び
の
か
み
）

と
市
杵
島
姫
命
（
い
ち
き
し
ま
ひ
め
の
み
こ
と
）

を
合
祀
し
て
お
り
、
前
者
は

五
穀
豊
穣
を
、
後
者
は
海
上
安
全
の
神
で
あ
る
。 

燈
籠
に
は
、
石
清
尾
八
幡
宮
、
金
毘
羅
大
権
現

や
白
鳥
大
神
宮
な
ど
と
刻
ま
れ
、
奉
献
し
た
人
も

中
々
欲
張
り
だ
っ
た
の
か
、
こ
こ
一
社
へ
詣
れ
ば

あ
ち
こ
ち
の
御
利
益
が
あ
り
ま
す
よ
う
に
と
願

っ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
松
島
神
社
は
、
元
、
南
西

の
田
園
の
中
に
鎮
座
し
て
い
た
が
、
社
地
が
狭
く
何
と
か
せ
ね
ば
と
氏
子
が
協
議
し
て
い

た
と
こ
ろ
、
大
阪
道
頓
堀
の
寺
嶋
氏
が
所
有
地
を
寄
進
し
明
治
四
十
三
年
に
こ
の
地
へ
遷

座
し
た
旨
が
石
碑
に
刻
ま
れ
て
い
る
。
石
造
物
の
多
さ
に
注
目
。
【
図
１
２
】 
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一
五 

御
坊
川
と
千
代
橋
周
辺 

● 

伝
川
口
番
所
（
船
番
所
） 

 
 

江
戸
時
代
末
期
の
建
築
と
伝
わ

り
、
鬼
瓦
に
三
葉
葵
が
見
え
る
こ

と
か
ら
、
藩
の
重
要
な
施
設
で
あ

っ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
今
も
、

修
繕
し
な
が
ら
住
ま
っ
て
い
る
の

は
素
晴
ら
し
い
。
い
つ
頃
か
ら
だ
ろ
う
か
、
二
階
の
屋
根

の
北
側
が
だ
い
ぶ
沈
み
込
ん
で
い
る
が
…
。
う
ぅ
ー
ん
、

大
丈
夫
な
の
か
？ 

● 

千
代
橋
と
歌
碑 

御
坊
川
の
源
流
は
香
川
町
川
東
下
（
マ
ツ
ノ
イ
パ
レ
ス

西
）
あ
た
り
で
、
鶴
尾
小
学
校
の
西
側
か
ら
ハ
ゼ
～
三
条

～
楠
上
～
花
園
～
多
賀
町
を
流
下
し
、
最
後
は
斎
場
の
南
側
で
詰
田
川
に
合
流
し
て
い
る
。

地
割
か
ら
、
か
つ
て
川
幅
が
現
在
の
二
～
四
倍
あ
っ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
、
護
岸
工
事
と

並
行
し
て
両
側
が
順
次
埋
め
立
て
ら
れ
て
宅
地
や
道
路
に
な
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。 
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さ
て
、
千
代
橋
は
、
志
度
街
道
で
は
今
橋
に
次
ぐ
二
番
目
の
橋
で
あ
り
、
古
く
は
新
橋

や
今
橋
と
同
じ
く
木
造
で
、
川
中
央
に
橋
台
を
設
け
二
連
の
太
鼓
橋
で
あ
っ
た
。
木
橋
は

腐
っ
た
り
流
さ
れ
た
り
す
る
し
、
何
よ
り
太
鼓
橋

で
は
荷
車
の
通
行
に
支
障
が
あ
る
と
い
う
こ
と

で
、
明
治
十
二
年
に
平
ら
な
石
橋
に
架
け
替
え
ら

れ
た
。
地
域
民
の
喜
び
は
大
変
な
も
の
だ
っ
た
よ

う
で
、
当
時
の
高
松
の
文
化
人
五
名
が
詠
ん
だ
立

派
な
歌
碑
が
た
も
と
に
あ
る
。
千
代
橋
の
歌
碑
→ 

【
歌
碑
に
刻
ま
れ
た
五
首
】 

・
世
を
わ
た
す
人
の
恵
み
を
行
き
か
ひ
に
か
け
て
忘
る
な
千
代
の
磐
橋 

友
安
盛
敏
（
国
学
者 

・
と
こ
し
へ
に
国
の
さ
か
え
と
動
き
な
き
岩
の
千
代
橋
か
け
る
み
ち
し
も 

入
谷
澄
士
（
歌
画
人 

・
松
島
の
ま
つ
の
八
千
代
を
鳴
わ
た
る
千
と
り
や
橋
に
名
づ
け
そ
め
け
ん 

黒
木
茂
矩
（
教
育
者 

・
橋
の
名
の
千
代
を
し
か
け
て
石
ふ
み
の
宇
禁
の
花
も
匂
ひ
わ
た
ら
ん 

雁
ノ
舎
棹
好
（
歌
人 

・
水
に
火
に
崩
れ
ず
焼
け
ぬ
末
の
世
を
思
ひ
な
が
し
て
誰
か
た
く
み
し 

中
村
尚
孝
（
国
学
者 

戦
時
下
、
昭
和
十
九
年
に
は
鉄
の
欄
干
が
供
出
さ
れ
て
コ
ン
ク
リ
ー
ト
欄
干
に
改
修
さ

れ
て
い
た
が
、
昭
和
四
十
八
年
に
石
橋
か
ら
現
在
の
コ
ン
ク
リ
ー
ト
橋
に
改
修
さ
れ
た
。 

-１５- 



● 

御
坊
川
井
堰
跡 

 
 

御
坊
川
の
千
代
橋
東
側
一
帯
を
洲
端
（
ス
ベ
リ
）

と
い
う
。
高
松
城
築
城
地
は
八
輪
島

と
い
う
洲
で
、
東
浜
の
洲
が
松
島
一
帯
で
、
御
坊
川
東
側
は
洲
の
端
だ
っ
た
こ
と
か
ら
こ

の
地
名
が
生
ま
れ
た
と
い
う
。
が
ス
バ
タ
と
名
付
け
た
方
が
良
か
っ
た
の
で
は
な
い
か
？ 

洲
端
は
、
生
駒
時
代
後
期
か
ら
賴
重
時
代
の
十
七
世
紀
後
半
に

新
田
開
発
さ
れ
た
地
域
で
低
地
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
た
め
池
が
築

造
で
き
ず
（
池
を
造
っ
て
も
取
水
か
配
水
か
の
ど
ち
ら
か
し
か
で
き
な

い
）

水
に
大
変
苦
労
し
て
い
た
。
御
坊
川
の
水
を
利
用
し
よ
う
に

も
、
満
潮
時
に
は
一
ｋ
ｍ
以
上
も
海
水
が
遡
上
し
、
灌
漑
用
水
と

し
て
は
使
え
な
い
た
め
、
主
に
麦
畑
や
野
菜
畑
と
し
て
の
利
用
し

か
で
き
な
か
っ
た
が
、
苦
労
し
て
稲
作
も
行
わ
れ
て
い
た
。 

 
 

明
治
三
十
年
の
干
ば
つ
が
機
と
な
り
、
海
水
の
遡
上
を
食
い
止

め
、
東
側
一
帯
の
農
地
を
灌
漑
す
る
た
め
、
明
治
三
十
二
年
に
千

代
橋
の
三
十
ｍ
ほ
ど
上
流
に
堰
を
築
い
た
の
で
あ
る
。
以
来
数
十

年
間
、
農
地
を
潤
し
て
き
た
が
、
宅
地
化
が
進
み
用
水
も
無
用
と

な
っ
た
た
め
、
平
成
三
年
に
撤
去
さ
れ
た
。
護
岸
に
痕
跡
が
残
る
。 

-１６- 

撤去直前の井堰（南側から撮影）奥は千代橋  



● 

手
す
け
餅
屋
と
高
島
最
中
種
製
造
所 

 
 

千
代
橋
の
東
側
の
街
道
筋
に
は
、
昭
和
三
十
年
頃
ま
で
手
す
け
餅
を
商
う
藁
葺
き
の
店

が
数
軒
あ
っ
た
。
手
す
け
餅
と
は
塩
餡
の
大
き
な
餅
で
、
東
讃
方
面
か
ら
や
っ
て
来
た
人

た
ち
が
「
や
れ
や
れ
町
ま
で
も
う
一
息
」
と
一
服
し
、

東
へ
向
か
う
人
足
な
ど
は
「
腹
ご
し
ら
え
」
と
軒
先
の

縁
台
で
食
す
な
ど
、
千
代
橋
名
物
で
あ
っ
た
と
い
う
。

塩
餡
は
粘
り
気
が
な
く
、
ほ
お
ば
っ
て
い
る
と
餡
が
ぽ

ろ
ぽ
ろ
落
ち
る
の
で
、
手
を
す
け
て
食
べ
て
い
た
こ
と

か
ら
こ
の
名
が
つ
い
た
と
い
う
。 

 
 

下
は
当
時
の
「
手
す
け
餅
屋
」
の
ス
ケ
ッ
チ
で
、
半

鐘
が
あ
っ
た
こ
と
が
分
か
る
。
何
と
な
く
辻
に
あ
る
散

髪
屋
さ
ん
の
敷
地
に
似
て
い
る
と
は
思
い
ま
せ
ん
か
。 

 
 

千
代
橋
東
突
き
当
り
の
「
高
島
最
中
種
製
造
所
」
は
、

昭
和
二
年
の
建
築
と
の
こ
と
。
大
抵
閉
ま
っ
て
い
る
が
、

た
ま
に
戸
が
開
い
て
お
り
中
を
覗
く
と
、
何
と
な
く
鍛

冶
屋
の
よ
う
な
雰
囲
気
で
あ
っ
た
こ
と
を
思
い
出
す
。 
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実
際
は
、
も
ち
米
で
最
中
（
も
な
か
）

の
皮
を
作
る
食
品
工
場
と
の
こ
と
で
、
い
ろ
ん
な

菓
子
店
の
も
な
か
皮
の
金
属
型
が
所
狭
し
と
並
ん
で
い
た
の
で
、
鍛
冶
屋
の
よ
う
に
見
え

た
の
だ
っ
た
。
最
近
は
、
ず
ぅ
ー
っ
と
閉
ま
っ
て
い
る
の
で
今
も
最
中
種
を
作
っ
て
い
る

の
か
ど
う
か
分
か
ら
な
い
が
、
昭
和
の
雰
囲
気
が
残
る
存
在
感
の
あ
る
建
築
物
で
あ
る
。 

 

一
六 

野
間
道
（
洲
端
線
）
開
通
記
念
碑 

香
川
郡
東
浜
村
が
正
式
に
高
松
市
に
合

併
さ
れ
た
の
は
、
大
正
十
一
年
（
一
九
二

一
）
の
こ
と
で
あ
る
。
合
併
の
条
件
の
一

つ
と
し
て
、
東
浜
村
民
念
願
で
あ
っ
た
「
志

度
街
道
と
長
尾
街
道
を
結
ぶ
道
路
を
建
設

す
る
こ
と
」
を
掲
げ
運
動
し
た
結
果
、
大

正
十
三
年
一
月
に
開
通
し
た
。
そ
れ
ま
で

は
、
記
念
碑
を
左
へ
辿
る
よ
う
な
水
路
の

泥
揚
場
道
し
か
な
く
、
こ
の
開
通
で
大
い

に
往
来
や
物
流
の
利
便
性
が
良
く
な
っ
た
。 
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一
七 

洲
端
神
社
（
水
神
社
と
鑿
井
記
念
碑
） 

 
 

ス
ベ
リ
地
区
の
荒
神
さ
ん
で
あ
る
。
元
、
御
坊
川
の
千
代
橋
下
の
土
手
に
祀
ら
れ
て
い

た
が
、
護
岸
改
修
か
洪
水
で
の
流
失
防
止
の
た
め
か
理
由
は
明
ら
か
で
な
い
が
、
い
つ
の

頃
か
現
在
地
に
遷
座
し
た
と
伝
わ
る
。
社
殿
は
、
地
区
の
集
会
所
も
兼
ね
ら
れ
、
木
太
の

八
坂
神
社
の
秋
祭
り
の
前
に
な
る
と
二
週
間
く
ら
い
毎
夜
獅
子
舞
の
練
習
が
行
わ
れ
て

い
て
、
八
時
頃
か
ら
約
二
時
間
の
間
、
鉦
と
太
鼓
が
賑
や
か
で
あ
る
。 

 
 

水
路
に
沿
っ
て
細
長
い
殺
風
景
な
社
地
で
、
ち
ょ
っ
と
神
様
に
気
の
毒
な
気
が
す
る
。

ま
た
、
社
名
が
社
名
な
だ
け
に
、
学
生
達
は
受
験
期
に
な
る
と
迂
回
を
し
て
こ
こ
を
通
ら

な
い
の
は
切
な
い
で
す
な
。
や
っ
ぱ
り
地
名
を
ス
バ
タ
に
し
と
け
ば
よ
か
っ
た
の
で
は
。 

 
 

敷
地
内
に
、
水
神
さ
ん
と
鑿
井
（
さ
く
い
）
記

念
碑
が
移
設
さ
れ
て
い
る
。
元
は
、
前
述
の
野

間
道
を
南
へ
、
高
徳
線
踏
切
を
渡
っ
て
三
百
ｍ

ほ
ど
の
所
に
灌
漑
用
と
し
て
昭
和
十
五
年
に

掘
ら
れ
た
大
井
戸
に
あ
っ
た
も
の
だ
が
、
農
地

の
減
少
で
埋
め
ら
れ
、
平
成
三
年
～
四
年
頃
に

こ
こ
へ
移
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。 
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こ
の
地
区
の
農
業
用
水
事
情
が
い
か
に
深
刻
で
あ
っ
た
か
を
物
語
る
貴
重
な
資
料
と

い
え
る
。
井
戸
が
掘
ら
れ
た
頃
の
イ
ラ
ス
ト
図
を
見
る
と
、
あ
ち
こ
ち
堀
だ
ら
け
な
の
が

分
か
る
。
【
図
１
３
】
な
お
、
こ
の
石
碑
原
書
も
藤
原
鶴
来
氏
に
よ
る
も
の
で
あ
る
。 

 

一
八 

覚
善
寺 

真
宗
興
正
派
寺
院
。
創
建
年
代
は
不
明
だ
が
文
化
年

間
絵
図
を
見
る
と
、
東
瓦
町
に
高
善
寺
（
今
も
寺
域
を
縮

小
し
幼
稚
園
経
営
を
し
て
い
る
）
と
並
び
南
側
（
現
在
の
琴

電
瓦
町
駅
前
広
場
あ
た
り
に
描
か
れ
て
い
る
）
に
広
大
な
境

内
地
を
構
え
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。 

昭
和
十
一
年
に
観
光
道
路
が
開
通
し
、
暫
く
後
の
十

四
年
に
現
在
地
に
移
転
し
た
と
の
こ
と
で
、
そ
の
時
の

本
堂
が
つ
い
先
年
ま
で
あ
っ
た
が
、
も
う
八
～
九
年
も

経
つ
の
だ
ろ
う
か
、
前
面
道
路
の
拡
幅
工
事
に
併
せ
、

方
形
造
の
阿
弥
陀
堂
と
と
も
に
改
築
さ
れ
た
。 

本
堂
は
新
堂
で
は
あ
る
が
、
妻
飾
り
の
扠
首
（

サ

ス

）

昭和 14 年移転直後の覚善寺  
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や
長
押
、
組
物
な
ど
和
様
を
主
体
に
、
向
拝
部
に
は
禅
宗
様
の
海
老
虹
梁
や
巧
み
な
彫
刻

が
施
さ
れ
た
木
鼻
が
採
用
さ
れ
、
い
わ
ゆ
る
折
衷
様
の
寺
堂
で
あ
る
。
上
質
の
ケ
ヤ
キ
材

が
ふ
ん
だ
ん
に
使
わ
れ
て
お
り
、
永
く
後
世
に
残
る
建
造
物
と
な
る
こ
と
で
あ
ろ
う
。 

な
お
、
こ
こ
か
ら
南
へ
の
野
間
道
が
、
覚
善
寺
以
北
と
比
べ
て
四
～
五
倍
の
幅
員
に
な

っ
て
い
る
の
は
、
高
松
商
業
高
校
の
場
所
に
戦
前
あ
っ
た
軍
需
工
場
・
倉
敷
航
空
会
社
（
そ

れ
ま
で
は
大
正
十
年
か
ら
倉
敷
紡
績
高
松
工
場
と
し
て
繊
維
製
品
を
製
造
し
て
い
た
）

か
ら
林

飛
行
場
へ
機
材
を
輸
送
す
る
軍
用
道
路
と
な
り
、
昭
和
十
九
年
に
道
路
が
拡
幅
さ
れ
た
こ

と
に
よ
る
も
の
で
あ
る
。 
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【図１】 【図２】 

文化年間城下絵図に描かれた東町奉行所と新橋  

西町御奉行  

東町御奉行  

同心  

牢屋  

新橋  



                                     

【図３】 運動場から見た鶴屋町国民学校付近  円内門柱   

【図４】 



                                    

【図５】 明治４２年の地図  【図６】 昭和１０年ころの新橋付近  



                                     

【凡  例 】 

二重線＝ 志度街道  
実線＝17 世紀末の杣場川  
破 線 ＝八 丁 土 手 と八 丁 堀

の地割  

【図７】  現在の住宅地図  



                                     
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

【文９】  

【図１０－２】 蛤地蔵刻文  

【図８】  

【図１０－３】 蛤地蔵刻文意訳 

【
図
１
０-

１
】
蛤
地
蔵
（
刻
文
は
左
の
と
お
り
） 



                                     

朝日温泉 

【図１１】 平成元年の住宅地図 

【図１２】 松島神社平面図  

木造三階建の 
家があった所 

御坊川井堰 

千代橋  

松島神社 



                                   

覚
善
寺

 

洲
端
神
社

 

千
代
橋

 

ご
み
焼
却
場

 

火
力
発
電
所

 

下
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代
橋

 

井
堰

 

野
間
道
記
念
碑

 

【
図
１
３
】
 



 



             

５月２４日（日）松島町からの復路 

 ◆ことでんバス＜瓦町・高松駅行き＞   

（国際ホテル前）  （瓦町バス停）    （高松駅） 

  12：07  →   12：16  →   12：26 着 

 12：47  →   12：56  →   13：06 着 

次回のふるさと探訪は・・・・ 

テ ー マ  三木町の山大寺池から神山地区を歩く（予定） 

 と  き  平成２７年６月２８日（日） 

       ９：３０～１２：００頃 

 

 集合場所  三木町総合運動公園（三木町上高岡山大寺池畔） 

       ※運動公園駐車場に駐車できます。 

 

 講  師  千葉 幸伸さん（高松市歴史民俗協会会長） 

 ☆広報「たかまつ」６月１５日号に開催案内を掲載します 

  ので、ご覧ください。 

 ☆小雨決行。警報発令等により中止の場合のみ、 

文化財課（TEL839-2660「午前７時３０分～開始時間まで」）で 

  お知らせします。（電話が通じない場合は、「実施」です。） 

 

 



 

      

「ふるさと探訪」に 

参加される皆様へ 

 

※ 参加中は、次のことに充分留意し、 

安全で意義のある探訪としましょう。 

 
 

 

１ 交通ルールを守り、交通安全を心がけましょう。 

  （必ず歩道を歩き、歩道が無いところでは、道路の 

端を一列で歩きましょう。） 

 

２ 無理をせず、体調には十分気を付けましょう。 

 

３ 引率者の指示に従い、整然と行動しましょう。 

 

４ マナーを守り、他人に迷惑がかからないよう気を 

  つけましょう。 

 

５ 文化財や自然を大切にしましょう。 


